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■わたし料理はすきょ。でもたべるのはもっとすき！ （親と子の楽しい料理教室）

宣
●こみ最終処分場が完成しました。

●夏まつり 歩行者天国が10年ぶりに復活
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の 一
す

竣
工
式

施設の概要
一般廃棄物処分場

旭村大字荒地字権現前lO 5-2 

3 l、3l 7吊

9、50 0召

7 0、30 0吋

約15年間

サンドイッチエ法による準好気性

埋立方式

しゃ水方法 コムアスファル トシートしゃ水

事業年度着工／平成6年度

竣工／平成9年度

l、03 9、70 0千円

名称

所在地

事業面積

埋立面積

埋立容量

埋立期間

埋立方法

総事業費

7

月

1
4日
、
大
洗
・
旭
•
水
戸
環
境
衛

生

組

合

で

、

旭

村

荒

地

内

に

整

備

を

進

め

て

い

た

一

般

廃

棄

物

最

終

処

分

場

が

完

成

し

ま

し

た

。

当

日

は

、

地

権

者

や

関

係

者

が

施

設

見

学

を

し

た

後

、

い

こ

い

の

村

涸

沼

で

竣

工

式

典

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

式

で

は

、

管

理

者

の

小

谷

隆

亮

組

合

長

（

大

洗

町

長

）

が

工

事

経

過

報

告

の

後

、

「

地

域

住

民

の

皆

さ

ん

や

関

係

機

関

の

努

力

に

よ

っ

て

、

実

に

lO年
の

歳

月

を

経

て

完

成

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

こ

の

施

設

を

一

日

で

も

長

く

使

用

す

る

に

は

、

ゴ

ミ

の

減

量

化

と

リ

サ

イ

ク

ル

の

推

進

が

必

要

で

す

。

皆

さ

ん

の

こ

協

力

を

い

た

だ

き

た

い

。

」

と

式

辞

を

述

べ

た

後

、

来

賓

の

田

山

東

湖

、

鬼

沢

忠

治

、

本

澤

昭

治

の

各

嗅

会

議

員

か

ら

お

祝

い

の

言

葉

を

い

た

だ

き

、

施

設

の

完

成

を

祝

い

ま

し

た

。

ま

た

、

こ

の

施

設

の

建

設

工

事

に

携

わ

っ

た

施

工

業

者

3
社

に

、

小

谷

組

合

長

か

ら

感

謝

状

が

送

ら

れ

ま

し

た

。

廃棄物最終処
大洗・旭• 水戸 1翠i哀

印屎ぶ］

.....式辞を述べる組合長の小谷町長

'97.8.8 広報おおあらい (2) 



一

場

ill搭
‘ ’’ ’‘‘’‘ ‘̀― ・‘‘‘‘`‘‘’ 付 管理棟

飛散防止フェンス

給入迂路

II 
警1里棟 漫出水処1雙棟

漫出水稟水雷

SN 

紺
入
i
i
i
路

（
 

飛散防止フェンス

綱矢板よう壁

-_—¥ヽヽー=--一＝ァ

シート保護土

しゃ水シート(4m)

保穫用不紐布(10ml
に

水処理棟

没
出
水
処
理
施
設
の
概
要

”墨題崖欄噸！一曝
処理能力 40用／日

調整槽容量 720吋

処理方式 水処理カルシウム除去＋接触ば

っ気（硝化・脱窒）＋凝集沈殿＋砂ろ過＋活

性炭吸収＋塩素減菌＋汚泥処理：汚泥重力

濃縮＋遠心脱水

、̀̀

• . .,. 

m ェ．．u

高度処理設備 ブロック設備 監視設備
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図1 平成8年度こみ処理状況

可燃こみ搬入量

大洗町 10,654トン
旭村 1,548トン
水戸市 1,522トン

合計 13,724トン

不燃、粗大こみ搬入量

大洗町 1,600トン
旭村 502トン
水戸市 368トン

合計 2,470ドノ

近
年
の
こ
み
問
題
は
深
刻
で
、
ご
み

量
の
増
加
に
伴
い
年
々
、
ご
み
処
理
経

費
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
終
処

分
場
の
設
置
も
今
後
ま
す
ま
す
難
し
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
完
成
し
た
最
終
処
分
場
も

今
の
状
態
が
続
く
と
、

約
15
年
間
で

一

杯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
限
り
あ
る

施
設
で
す
の
で
、
一
日
で
も
長
く
使
用

し
た
い
も
の
で
す
。

現
在
、
大
洗
町
の
こ
み
の
分
け
方
出

粉砕後の可燃物
425トン

↓ 
焼却処理量
14,149トン

↓ 
焼却灰
2,169トン

破砕処理量
2,431トン

↓ 不燃物
1,202トン

↓ 有価物売却量
804トン

し
方
は
、
従
来
の
燃
え
る
ご
み
燃
え
な

い
こ
み
の
2
分
別
搬
出
（
収
集
）
方
法
と

4
月
か
ら
町
内
全
域
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
（
分
別
収

集
）
の
2
つ
の
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。

処
理
方
法
は
、

燃
え
る
ご
み
は
焼
却

し
、
灰
は
最
終
処
分
場
に
埋
立
て
処
分

し
ま
す
。
燃
え
な
い
ご
み
は
破
砕
し
、

鉄
は
磁
石
に
よ
っ
て
分
別
し
て
再
資
源

を
し
ま
す
が
、
ガ
ラ
ス
瓶
、
陶
器
類
、

そ
の
他
の
燃
え
な
い
こ
み
は
、
最
終
処

大洗・旭・水戸環境衛生組合
処理施設での処理困難物等

ニよ
図2資源こみリサイクル実施前と後のこみ搬入量の推移

ニ
8年度

仁
9年度

200 

l00 

l62 

可燃物 不燃物

4月
可燃物 不燃物

5月
可燃物 不燃物

6月

園
終
処
分
均
の
浬
命
の
た
め
に

分
場
に
埋
立
て
処
分
さ
れ
ま
す
。
埋
め

立
て
ら
れ
る
燃
え
な
い
ご
み
の
約
半
分

は
、
ガ
ラ
ス
び
ん
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
も
の
な
の
で
す
。

資
源
こ
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
は
、
集

め
ら
れ
た
資
源
こ
み
は
委
託
業
者
が
回

収
し
、

工
場
で
再
生
さ
れ
た
新
し
い
資

源
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

町
で
は
、

4
月
か
ら
6
月
ま
で
の
ご

み
の
搬
入
量
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
前
の
年

と
比
べ
て
確
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

特
に
不
燃
物
は
顕
著
に
数
字
と
し
て
表

れ
て
き
て
い
ま
す
。（
図
2

)

リ
サ
イ
ク
ル
が
う
ま
く
機
能
し
て
く

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
こ
み
の
量
も
減
り
、

最
終
処
分
場
の
延
命
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
町
民
の
皆
さ
ん
の

分
別
収
集
に
対
す
る
意
識
が
、
と
て
も

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ご
み
を
減

nし
、
快
適
な
生
活
環
境

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん

の
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

［ 資源こみリサイクルの流れ ］ 

0:0ぃ。
回収業者
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共育読本

きらさら

出発は家庭から

(

'
 

●
夫
婦
仲
が
良
い
家
庭
で
は
、
子
ど
も

は
親
へ
の
信
頼
感
を
深
め
、
男
女
の
良

い
か
か
わ
り
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
夫
婦
が
互
い
を
一
人
の
人

間
と
し
て
尊
重
し
認
め
あ
う
こ
と
で

す
。

（
保
育
園
長
）

●
親
「
自
分
を
大
切
に
す
る
の
よ
。
お

か
あ
さ
ん
は
あ
な
た
の
こ
と
を
信
用
し

て
い
る
か
ら
ね
。」

娘
「
わ
か
っ
て
い
る
よ
。
馬
鹿
は
し

な
い
よ
。」

(

-

中

親

子

）

Vol. 5 

幼児のうちから根気づよく
性教育

いのちの尊さ
責任ある行動

●
子
ど
も
が

3
歳
の
頃
か
ら
、
「
赤
ち

ゃ
ん
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
？
」
の
絵
本

を
読
ん
で
あ
げ
た
り
、
お
風
呂
で
身
体

の
違
い
を
自
然
に
話
し
あ
っ
て
い
る
。

性
に
関
す
る
質
問
に
こ
ま
か
さ
な
い
で

答
え
る
た
め
に
、
子
ど
も
の
年
齢
に
応

じ
た
発
達
や
興
味
な
ど
に
つ
い
て
、
親

の
学
習
が
必
要
だ
。
（
夏
海
小
の
父
）

いいなあ

忙
教
育
は幼
い
う
ち
か
ら

家
庭
か
ら

いま、小・中学生は

●低年齢化する異性への関心

■あなたは小学生の男女が2人だけで
交際することをどう思っていますか

0.4 0.4 

□ょぃ
□悪い
に］滋岱

ロコ 無答

（平成2年性教育研究会）

■性について関心のあるもの
（上位5位）

（人）

¥ 1位 2位 3位 4位 5位

男子
男(女17交1)際 エ(7イ0ズ) 思'(Ill3の7発)青体男の(3女し5のく)み 闘

女 子 男(女15交1際) エ(4イ0)ズ 閤 閤 思11(1112の6発)育

中学2年生522人複数回答
（平成7年度 日立市「中学生のための男女平等ハンドブック」より）

匂斗H
 
人婦産る

手
訳

l

l

l

あ

相
内
口

~

゜

の

の
別

芸

紐

芸

臥

隷

翻

碑

間

娠

業

中

高

門

社

妊
職

尋

）

年

●

埒

例

゜

5
 

゜

、

2

■
i

[

』

●
風
俗
情
報
の
氾
濫
で
子
ど
も
へ
の
影

轡
は
大
き
い
が
、
親
子
共
に
、
正
し
い

性
知
識
は
意
外
に
乏
し
い
。

（
中
学
校
の
保
健
の
先
生
）

●
さ
び
し
か
っ
た
の
。
私
の
話
し
を
あ

ん
な
に
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
人
は
他
に

つぶやき

計563例

385 

い
な
い
し
、
私
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
く

れ
た
か
ら
：
．
o

（
テ
レ
ク
ラ
の
男
性
と
つ
き
あ

っ
て
い

る
女
子
生
徒
）

100 150 I) 385 ~IJ) 
10代の受診者2.477人

（広島県河野産掃人科クリニック統計）

●
お
金
で
買
わ
れ
て
い
る
女
性
た
ち

が
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、

心
に
大
き

い
傷
を
負
っ
て
い
く
こ
と
を
伝
え
た

‘,'
o
 

し（
援
助
交
際
を
し
て
い
た
女
性
、

新
聞

記
事
よ
り
）

50 
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'97 
歩行者天国(8目24日）
10年l3iりに復活

＂ 
加
⑭
八
躇
祭

8
 

▼
山
車
の
巡
行

▼
八
朔
祭
歩
行
者
天
国
（
永
町
、
通
町
）

午
後
ー
時

1
午
後
lO
時

▼
イ
ベ
ン
ト

口
荒
磯
御
輿
、
子
供
御
輿
、
渡
御

：闘9
・トヒックス． 

口
磯
節
踊
り
パ
レ
ー
ド

口
荒
礎
太
鼓
、

磯
節
保
存
会
の
演
奏

□大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
ア

イ
ア
ン
キ
ッ
ズ
パ
レ
ー
ド

口
壁
画
製
作

□大
道
芸

ロ
ニ
コ
ニ
コ
寄
席

口
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー

口
で
き
た
て
市

口
浴
衣
ハ
ン
タ
ー

口
夏
ま
つ
り
抽
選
会

ロ
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ム

ロ
フ
レ
イ
ゾ
ー
ン
（
子
供
の
森
）

□ア
イ
ア
ン
キ
ッ
ズ
ビ
レ
ッ
ジ

口
趣
味
の
講
座

口
茶
の
湯

ロ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（出
店
希
望
者

は
8
月
18
日
ま
で
に
商
工
会
へ
）

問
合
せ
／
大
洗
町
商
工
会

6

(
2
6
6
)
ー

7
l
l

大洗の夏まつりのイベントの一つ八朔祭が8月

23日（土）、 24（日）の2日間にわたり開催されます。

8月23日（土）の前夜祭には、山車が練り歩き、

24日（日）には永町、通町を会場に歩行者天国が

10年ぶりに復活します。

会場では神輿、磯節踊りパレードや壁画製作、

できたて市、にこにこ寄席、大道芸、フリーマ

ーケットなど盛だくさんの行事が行われます。

ぜひ、お楽しみ下さい。

あ
ぶ
ら
や
呉
服
店
●

至鹿嶋

＿
家
不
動
産
●

山
戸
呉
服
店
●

口歩行者天国（車両通行止）
8/24（日）PMl:00~PMlO 

3 9 
00 
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去る6月20日、「結婚をすすめる会」

が設立されました。

この会の設立発起人の皆様は、町の

スポーツ少年団を永い間、お世話して

きていただき、スポーツ少年団の振興

育成に大変こ努力を頂いた方々であり

ます。

スポーツ少年団の発足当初からです

から、その卒業生も25歳と立派な成人
になっております。

そこで、少子化対策を踏まえ結婚適

齢者への結婚を進めようと、そのお世

話役の会が発足したのです。

最近の傾向は晩婚、あるいは職業に

よってこ縁が遠い等の問題もあります。

今我が国は、高齢化と少子化を一緒

に対応せねばなりません。

私たちの町も人口が減ってきていま

す。この会の取り組みによって一人で

も多くの皆様が、結婚コールに安着 し

て、私たちの町に住んでいただければ

と願うところであります。

◆ ◆ 

去る7月23• 24日に漁業研究会主催
のシーサイドパーティーが行われまし

た。これは、青年漁業者と独身女性の

交流会で昨年に引き続き2回目です。昨

年はこのバーティーで知り合ったカッ

プルのうち2組がすでにゴールインして
います。今年は、東京・千葉・埼玉な

どから31名の女性の参加者があり、海

の男たちとマリンスポーツやシラス漁

などを楽しみました。

この中から、伺組のカ ップルが結ば

れるか期待をもって見守りたいと思っ

ています。

大
洗
町
長

小
谷
捨
売

結
婚
を
す
す
め
る
会
に
期
待
し
ま
す

〇
車
い
す
で
海
の
楽
し
さ
を
1
・

暑
い
夏
の
季
節
を
迎
え
、
去
る

7
月

18
日
大
洗
サ
ン
ピ
ー
チ
海
岸
で
海
開
き

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
午
前

10
時
か
ら
行
わ
れ
、
小

谷
町
長
や
関
係
者
ー

6
0
名
が
出
席
し

神
事
を
執
り
行
い
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
中

の
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

小
谷
町
長
は
、
「
多
く
の
皆
さ
ん
の
手

に
よ
っ
て
、
こ
み
の
な
い
き
れ
い
な
海

岸
や
道
路
わ
き
の
花
壇
整
備
な
ど
の
環

境
美
化
が
推
進
さ
れ
、
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
監
視
体
制
に
は
万
全
を
期
し
て

お
り
、
充
実
し
た
施
設
で
安
心
し
て
海

水
浴
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
心
温
ま
る
サ
ー
ビ
ス
を
期
待

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

式
典
終
了
後
に
は
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
救
助
活
動
や
体
に

障
害
の
あ
る
方
や
お
年
寄
り
が
安
全
に

海
水
浴
を
楽
し
め
る
全
国
初
の
「
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
」
の
開
設
を
記
念
し

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

同
ビ
ー
チ
に
は
専
用
の
ト
イ
レ
や
シ

ャ
ワ
ー
、
更
衣
室
や
砂
浜
に
降
り
る
ス

ロ
ー
プ
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
実
際
に
町

内
の
障
害
者
の
方
々
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
フ
「
渚
の
小
石
」
の
メ
ン
バ

ー
の
介
助
に
よ
り
特
殊
な
車
い
す
で
波

打
ち
際
ま
で
進
み
、
潮
の
香
り
と
波
の

音
、
水
の
冷
た
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。

イ

（
 

任
期
満
了
に
伴
う
茨
城
県
知
事
選

挙
は
、

8
月

28
日
（
木
）
に
告
示
さ
れ
、

9
月

14
日
（
日
）
に
投
票
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

投
票
の
で
き
る
人
は

満

20
歳
以
上
（
昭
和

52
年

9
月

15

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
町
の

住
民
基
本
台
娠
に
引
き
続
き

3
ヵ
月

以
上
（
平
成

9
年

5
月

27
日
以
前
か

ら
）
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

投
票
時
間
は

午
前

7
時
か
ら
午
後

6
時
ま
で

入
場
券
は

投
票
所
入
場
券
は
、
あ
ら
か
じ
め

茨屈誤剖麟遺尋

投票日 9月14日（日）

‘、

郵
送
し
ま
す
。
当
日
投
票
所
へ
行
く

際
に
は
、
入
場
券
と
投
票
所
の
確
認

を
お
忘
れ
な
く
。

不
在
者
投
票
の
ご
利
用
を
1
1
~

仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
理
由
で

当
日
投
票
で
き
な
い
場
合
は
、
「
不

在
者
投
票
」
と
い
う
方
法
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

烹
期
間

8
月

28
旦
木
）
か
ら

9
月

13
日
（
土
）
ま
で

▼

時

間

午

前

8
時

30分
か
ら

午
後

5
時
ま
で

（
土
・

日
曜
日
で
も
、

こ
の
時
間
内

は
投
票
で
き
ま
す
。
）

▼
場
所
役
場
ー
階
住
民
ホ
ー
ル

▼
持
参
す
る
も
の

印
鑑
（
認
め
印
）
•
投
票
所
入
場

券
（
入
場
券
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い

場
合
に
は
、
こ
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
れ
ば
、
「
不
在
者
投
票
」

が
で
き
ま
す
。
）

こ
ん
な
不
在
者
投
票
も
…

お
体
の
不
自
由
な
方
は

「郵

便
」

で
、
入
院
さ
れ
て
い
る
方
は

「病
院
」

で
の
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。た

だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
不
在
者
投
票

の
で
き
る
条
件
が
限
9
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
た
す
ね
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
役
場
総
務
課
内
）

6
(
2
6
7
)
5
l
l
l
内
線
2
3
3
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嫌
壇

紫
賜
花
の
無
垢
な
る
白
に
始
ま
り
し

新

町

加

藤
宗

一

（
評
）
あ
じ
さ
い
、
別
に
七
変
化
の
名
も

あ
る
通
り
、
梅
雨
の
最
中
を
白
、
青
、

紫、

赤
と
色
を
変
へ

て
我
々
を
楽
し
ま

せ
て
呉
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
咲
き
始
め

の
機
れ
の
な
い
白
を
染
め
て
ゆ
く
彩
り

へ
の
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
の
で

あ
る
。

初
物
の
鮎

一
匹
の
豊
か
さ
よ

金

沢

猿

田

俊

子

（
評
）
お
膳
の
上
の

一
尾
の
鮎
。
た
っ
た

一
匹
で
は
あ
る
が
初
物
な
の
で
あ
る
。

初
物
の
鮎
に
充
た
さ
れ
る
心
の
豊
か

さ。お
隣
の
三
毛
と
目
の
合
ふ
梅
雨
晴
間

新
町
小
松
崎
十
吉

（
評
）
梅
雨
の
晴
間
を
庭
へ
出
た
。
隣
の

三
毛
も
庭
へ
出
た
。
垣
根
へ
だ
て
て
目

が
合
っ
た
。
梅
雨
の
晴
間
は
気
持
い
い
。

こ
ろ
も
が
え

更
衣
風
さ
や
さ
や
と
雨
上
る

夏
海
大
貫
千
代
子

（
評
）
五
月
、
立
夏
の
頃
は
こ
ろ
も
が
え

の
季
節
だ
。
厚
手
の
着
衣
を
脱
ぎ
す
て
、

さ
つ
ば
り
と
薄
物
に
着
が
え
る
。
雨
上

が
り
の
涼
風
が
、
身
内
を
さ
や
さ
や
と

．． ． ． 

木
道
を
譲
り
合
ひ
た
る
夏
帽
子

新
町
岸
和
田
和
子

水
郷
の
風
に
吹
か
れ
て
あ
や
め
咲
く

桜
道
上
野
君
枝

ち

わ

ま
だ
青
き
茅
の
輪
の
匂
く
ぐ
り
け
り

明
神
町
小
松
崎
美
代

な

こ

し

は

ら

へ

（
評
）
夏
越
の
祓
で
あ
る
。
大
前
に
し
つ

け
ら
れ
た
大
茅
の
輪
。
刈
り
た
て
の

茅
萱
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
茅
の
輪
は
、

み
す

ま
だ
青
々
と
生
色
を
残
し
て
瑞
々
し
い

香
り
を
放
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

目
立
た
ね
ど
収
穫
楽
し
柿
の
花

祝

町

今

川

う

め

梅
雨
の
夜
や
フ
ェ
リ
ー
の
汽
笛
重
々
し

祝

町

今

川

晟

嫁
ぎ
た
る
娘
よ
り
届
き
し
柏
餅

髭
釜

清

水

拡

一
朗

大
西
日
浴
ぴ
し
巨
船
や
入
港
す

蔵
前
田
山
佳
風

裏
山
に
も
う
姻
の
声
の
し
て

束
光
台
田
中
勝
枝

車
椅
子
母
に
貸
し
く
れ
菖
蒲
園

永
町
浅
見
道
子

梅
雨
の
川
護
岸
工
事
の
声
高
し

桜
道
真
田
静
子

（
評
）
護
岸
工
事
の
人
声
が
雨
の
川
面
に

響
き
渡
る
。
今
年
は
例
を
見
な
い
あ
ば

れ
梅
雨
で
あ
る
。
西
日
本
各
地
か
ら
悲

報
相
次
ぐ
中
、
河
川
改
修
に
取
組
む

人
々
の
真
剣
な
高
声
。

わ
だ
ち

昼
顔
の
あ
り
し
あ
た
り
の
轍
か
な

髭
釜
川
崎
京
子

（
評
）
先
だ
っ
て
通
っ
た
時
は
、
こ
の
野

路
に
は
確
か
に
昼
顔
の
可
憐
な
花
が
風

に
吹
か
れ
て
い
た
筈
だ
が
、
今
日
は
一

輪
の
花
影
を
見
な
い
。
か
わ
り
に
地
面

を
縦
横
に
え
ぐ
っ
た
車
輪
の
跡
が
残
っ

て
い
る
ば
か
り
だ
。
踏
み
潰
さ
れ
た
昼

顔
の
群
落
無
惨
゜

く

ち

な

し

山
拒
子
の
香
り
も
の
せ
て
バ
ス
走
る

角

一

前
原
青
嵐

咲
き
残
る
は
ま
な
す

―
つ
海
青
し

鹿

釜

川

上

弘

―
つ
づ
つ
色
を
確
め
苺
摘
む

束
光
台
大
川
た
か

吹
き
抜
け
る
よ
う
で
あ
る
。

●
後
粘
亀
泉
進

な
の
ひ

（
評
）
湿
原
や
邑
蒲
園
な
ど
に
架
け
渡
さ

れ
た

一
枚
板
の
木
道
を
す
れ
違
っ
二
婦

人
。
足
下
の
夏
花
も
水
面
に
美
し
い
が
、

そ
こ
こ
こ
に
散
ら
ば
る
夏
帽
子
も
、
日

を
照
り
返
し
て
色
鮮
や
か
で
あ
る
。

第l保育所

巧
5
し
社

ー

詞

〖こ
心
晶
〗
ら

ぅ

吼

心

5

＼̀
ニ

厨

鼻
認

咋

ほ
く
・――
.0
匡
ー
示
の

x/ :、う文 望コこ、
ン，ー・. cO 

むし匂‘`松
'―•ーよ•こ 、

―‘̀̀ 
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エ
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「まつり」 F 5.6 1/125 

桧山弘子

〔評〕おまつ りの主役三人のそれぞれの表情をい

いタイ ミングで捕らえました。特に左の少年の笑

顔が印象的です。

「テッセン」 1/125 

小松崎弘

〔評〕花の写真で重要なのは、まわりの情景を過

不足なくいれていくことです。その点でまわ りに

咲く花をぽかしながら良い位置に配置していると

思います。

90mm F8 

フ
ォ
ト
P
H
O
T
D

[講
評
]
萩

谷

茂

ハ
月
は
高
温
の
日
が
続
く
た
め
、

水
や
り
と
日
除
け
（
半
日
蔭
）
な
ど
の

管
理
の
仕
方
で
元
気
な
花
が
で
き
あ

が
り
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ニ

・
ア
ブ
ラ

ム
シ
・

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
な
ど
害
虫
の
駆

除
も
こ
ま
め
に
し
て
下
さ
い
。
8
月

中
・
下
旬
は
、
サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
・
ダ
リ
ア
・
コ
ス
モ
ス
・

ユ
リ
ウ
ス
な
ど
の
早
く
咲
い
て
伸
び

す
ぎ
て
い
る
枝
を
切
り
も
ど
し
、
化

成
肥
料
を
与
え
て
秋
の
花
に
期
待
を

か
け
ま
し
ょ
う
。
下
旬
は
、
パ
ン
ジ

ー
の
種
ま
き
の
時
期
で
す
。
ぜ
ひ
試

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
今
月
は
夏
菊
・
ダ
リ
ア
・

百
日
草
・
カ
ン
ナ

・
ひ
ま
わ
り
．
朝

ヒ
マ
ワ
リ

季
節
の花
だ
よ
り

顔
な
ど
華
や
か
な
花
が
多
く
咲
き
ま

す
。
い
す
れ
も
高
温
期
に
咲
く
花
な

の
で
、
作
り
方
は
難
し
く
あ
り
ま
せ

ん。
最
近
、
ひ
ま
わ
り
の
花
の
人
気
が

高
く
、
種
類
も
大
輪
種
・
中
輪
種
・

ス
プ
レ
ー
種

・
宿
根
種
、
色
も
イ
エ

□
|

•
オ
レ
ン
ジ
・
ワ
イ
ン
カ
ラ

ー
・
ベ
ル
ベ
ッ
ト
レ
ッ
ド
と
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
冨
み
、
人
気
の
ほ
ど
が
う
か

が
え
ま
す
。
種
を
ま
く
時
期
を
す
ら

し
ま
す
と
、
春
五
月
頃
か
ら
晩
秋
十

一
月
ま
で
花
壇
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

＊
い
ろ
い
ろ
な
「
ひ
ま
わ
り
」

大
輪
種

（
太
陽
・
束
北
八
重
・
マ
ホ
ガ

ニ
ー

ベ
ル
ベ
ッ
ト

・
サ
ン
リ
ッ
チ
オ
レ
ン

ジ
・
ル
ナ
）

中
よ
小
輪
種

（ソ
ニ
ア
・
サ
マ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
）

宿
根
種

（
旭
・
内
田
・
絵
理
）

わ
せ

い

矮
性
種
（
大
き
く
な
ら
な
い
性
質
）

（
パ
シ
ノ
ビ
ッ
ク
ス
マ
イ
ル
）

＊
花
言
葉

ダ
リ
ア
「
優
雅
j

百
日
草

「亡
き
友
を
し
の
ぶ
」

カ
ン
ナ

「堅
実
な
末
路
」

ひ
ま
わ
り

「光
輝
」

朝
顔

「よ
ろ
こ
び
」
（
大
貫
寛
昭
記
）

ー
町
緑
化
推
進
協
議
会
ー

(9) 広報おおあらい '97.8.8 
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嗣 花
ョット・カヌーは
涸賊の昭修謙目だ！

今年で3年目を迎えたアイアンキッズクラブの小さな

海賊たち46名は、小雨の降る中、 7月l2日涸沼ヨット

ハーバーに出現。

海賊たちは、自分たちで作った草木染のバンダナを身

にまとい、 真の海賊になるための必須課目であるョ ット

やカナディアンカヌーを手足のようにあやつろうと、ア

ウトドアジャーナリストの中川祐二氏（支援隊長）や動

燃ョット部の皆さんの説明を真剣に聞きいっていました。

この日はあいにくの無風状態で、ヨットにはあまり向

いてませんでしたが、カヌーを練習するには絶好のコン

ディション。みんなけんめいにカヌーを漕いでいました。

お昼には、支援隊が用意したテントの中で、暖かいコ

ーヒーやココアで冷えた体を温め、各自持ち寄った弁当

を食べて午後への英気を養い、元気に湖へ出ていきまし

アイアンキッズの今年のテーマは 「海J。これからの活

躍を期待しています。

▲海賊見習いなんて言わないで～

‘、

....大洗港に初入港した自衛隊輸送檻の見学に多くの人が訪れた

輻ざ羞（aゃっ（合し）で＇力‘力‘った！！
7月19日・ 20日の2日間、海の旬間のイベントの1

つとして大洗港で自衛隊の輸送艦 「みうら」 (2,000ト

ン）の体験航海と一般公開が行われました。

自衛隊の輸送艦が大洗港に入港するのは今回が初め

てとあって、町民の方や海水浴に訪れた観光客など2日

間で延べ3,000人が訪れました。

この艦は、 200人の隊員と救援用の大型装甲車など

車両五十台を運搬できる、全長100メートルの大型船

で、普段は硫黄島や父島に物資運搬を行っています。

また、伊豆大島や三宅島、雲仙普賢岳などの災害救助

派遣にも活躍しました。

訪れた観光客は、「自衛隊の船なんて今まで乗ったこ

となかったが、大きくてとても感動しました。」 と話し

ていました。

'97.8.8 広報おおあらい (l 0) 



▲チームワークはバッチリさ

やった1f．＇初の関東大会第 3位
平成9年度全日本学童野球兼全国スポーツ少年団軟式野球大会茨城
県大会が6月28日・ 29日・ 7月6日水戸市民球場他で行われました。

嗅内の各ブロック代表32チームが熱戦を繰りひろげ、大洗町野球
スポーツ少年団（代表倉田賓さん）は、順調に勝ち進み準決勝に進出

し善戦いたしましたが、今回優勝した球愛クラブチームに8対lで敗

れ3位決定戦に挑み、見事8対4で勝ち初めての第3位になりました。
続いて、 7月26日・ 27日には水戸市で行われた第16回関束ブロッ

クスポーツ少年団交流大会に出場し、初の関束ブロック大会第3位に
輝きました。試合の結果は次のとおりです。

（県大会）

準決勝 l対8 球愛クラブスポ少

3位決定戦 8対4 芳野野球スポ少

（関束ブロック大会）

1 回戦 l対2 東京都
3位決定戦 2 0対 l3 神奈川県代表（大会規定特別）レール）

結婚をすすめる会が発足
地域の高齢化、少子化対策の一環として積極的に結婚を推

進しようと、去る6月20日に、大洗町 「結婚をすすめる会」
（代表幹事倉田賓さん）が設立されました。

この会は、スポーツ少年団を通して知り合った父兄を中心

に39名の推進員がボランティアとなり結婚適齢者や縁の遠い

方々に将来のパートナーに出会える場を提供しようと始まっ

たものです。

今後は、当会への入会希望者を募り、お見合いパーティー

や他市町村の方々との交流を予定しています。

プライバシーは厳守します。気軽に申し込んでみてはいか

がでしょうか。

申込み金／lO O 0円
問合せ・申込み／大洗町社会福祉協議会内

「結婚をすすめる会」

合 (267) 5111内線l6 0 

/--
＇ 
．
 

¢
-
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▲ 「この会の取組みにより l組でも多くの方々が結婚ゴー
ルされるよう願っています」とあいさつする小谷町長

▲仁武館道場で賞状を手にする斎藤さん

畜醸仁さんが
隕大会準懐睛

6月15日に茨城県武道館大道場で、平成9年度嗅民総合体

育大会兼第52回国民体育大会茨城県大会空手道競技が開催さ

れました。

この大会で大洗町の斉藤仁さん（磯浜町2579-27番地

55歳 仁武館）が、見事に準優勝を飾りました。

斉藤さんは、成年男子個人戦形（有段B)に出場。予選・

決勝ともトップタイの得点をあげ、同ポイントながらわすか

の差で優勝にはおよびませんでしたが、それに匹敵する成績

を収めました。

斉藤さんは、週3回町内の道場で子どもたちに空手を教え

るかたわら、自分の技や精神力を高めているそうです。これ

からのご活躍をご期待しています。

(l l) 広報おおあらい '97.8.8 



（
社
）
日
本
外
用
帆
走
協
会
日
立
常
磐

支
部
大
洗
フ
リ
ー
ト
で
は
、
マ
リ
ー
ナ

祭

「大
洗
マ
リ
ー
ナ
ジ
ャ
ズ
の
タ
ベ
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
頃
、
な
か
な
か
行
く
機
会
の
な
い

大
洗
マ
リ
ー
ナ
に
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
お
越
し
頂
き
、
親
し
み
と
文
化
の
か

お
り
に
直
接
触
れ
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
た
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
せ
の
う
え
、
こ
来

場
下
さ
い
。

日

時

／
8
月
17
日
（
土
）

マ
リ
—
ナ
祭

大
洗
マ
リ
ー
ナ
ジ
ャ
ズ
の
タ
ベ

時
／
8
月
3
0
日
（
土
）
午
後
3
時
＼

場

所

／
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

入
場
料
／
無
料

出

演

／
町
民
吹
奏
楽
団

第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部

南
中
学
校
吹
奏
楽
部

磯
浜
小
学
校
吹
奏
楽
部

大
貫
地
区
少
年
少
女
金
管
バ

ン
ド

曲

目

／
大
草
原
の
歌
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

メ
ド
レ
ー
、
わ
れ
は
海
の
子
ほ
か

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
（
内
線
3
5
4
)

藤
本
弘
幸

6

(
2
6
7
)
4
6
9
4
 

日

（
 

午
後
6
時
3
0
分
よ
り

会

場

／
大
洗
マ
リ
ー
ナ

出

演

／
ソ
ウ
ル
フ
ル

・
ユ
ニ
テ
ィ

女
性
ヴ
オ
ー
カ
ル
（
亜
樹
山
ロ
ミ
）

入
場
料
／
無
料

◎
敷
物
、
椅
子
等
ご
持
参
下
さ
い
。

問
合
せ
／
（
社
）
日
本
外
用
帆
走
協
会
日

立
常
磐
支
部
大
洗
フ
リ
—
卜

川

崎

貢

6
(
2
6
6
)
3
8
9
8

茨
城
県
誉
察
で
は
、
8
月
中
を
行
方

不
明
者
を
捜
し
た
り
、
身
元
不
明
者
の

身
元
を
確
認
す
る
た
め
の
行
方
不
明
者

等
捜
索
強
化
月
間
と
し
て
、
「
行
方
不

明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
次
の
と
お
り

開
設
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
し
、
秘
密
は
固
く

お
守
り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
相

談
下
さ
い
。

期

間

／
8
月
ー
日
か
ら

31
日

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時

場

所

／
茨
城
嗅
器
察
本
部
鑑
識
課

（
県
庁
構
内
）

問
合
せ
／
水
戸
番
察
署
鑑
識
課

6

(
2
3
3
)
0ー

1
0
内
線
3
7
7

■3
1
,
0
0
0
円

大
洗
町
消
防
団
員
有
志

代

表

川

上

俊

彦

■1
0
5
,
0
0
0
円

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
一

同

代

表

坂

本

博

■1
6
,
8
8
8
円

大
洗
高
校
磯
浜
支
部
O
B
会

代

表

大

倉

好

雄

■3
6
,
0
0
0
円

大
洗
町
管
理
職
会

■1
0
0
,
0
0
0
円

大
洗
海
岸
病
院
看
護
祭

善
意
の
寄
付
あ
り
が
と
う

バ
イ
バ
イ
サ
マ
—

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

社
会
福
祉
協
議
会
（
敬
称
略
）

行
方
不
明
者
を

捜
す
相
談
所
開
設

｀
 

い
ば
ら
き
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー

■l
0
,
0
0
0
円

浅

野

芳

定

■6
0
,
2
5
3
円

大
洗
潮
会
会
主

■2
5
,
0
0
0
円

飛
田
勝
市
・
相
川

■l
o
o
'
0
0
0
円

吉
川

（後
期
）
受
講
生
募
集

-
T
3
l
o
 

講
座
内
容
／

①
6
ヶ
月
コ
ー
ス

(10
月
か
ら
）

水
泳
教
室
、
体
力
づ
く
り
教
室
、
ビ
ホ

健
康
体
操
、
セ
ラ
ピ
ー
体
操
、
座
禅
、

お
母
さ
ん
と
一
緒
、
ヨ
ガ
健
康
法
、
水

中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

ヨ
ガ
体
操
、
シ
ル
バ
ー
体
操
、
コ
ル
フ

教
室
②
短
期
教
室
(

9

月
か
ら
全
10
回）

テ
ニ
ス
教
室

申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
込

受
付
期
間
／
8
月
1
8
日
か
ら
22
日
ま
で

申
込
み
宛
先
／

い
ば
ら
き
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー

水
戸
市
桜
J
I
I
l
の
8
の
1
6

6

(
2
3
l
)
6
8
5
l
 

和

誠
治

11上
ヽ

一
美

会場 内 容 講師

長

長

会

校

氏

T氏

副
高

彦

ュ
作

会

二

叶

幸

廷
碑

声

プ
橋

炉
虹

宮

NHK
高

家

忠
［

予

喜

圏

頌

慶

喜

戸

喜

獣

と

慶

塁

慶

碍

乱

と

生

の

ナ

の

還

誕

家

利

党

奉

麟

遭

疇

疇

碑

―

―

忠

l

乃

室

夕

予

乃

室

セ

修

3
魚

セ

修

村

研

化

領

村

研

漁

文

大

漁

0
0
0
0

叩

ー

叩

.. 
', 
.. 

9

1

9

1

 

1

2

1

2

 ロ
『
エ

9

0

1

 

「
徳
川
慶
喜
」

歴
史
講
座

受
講
生
募
集
！

宮田正彦氏

慶喜と水戸藩の役割I常笞県明囁曇罰苫

来
年
の
N

H
K
大
河
ド
ラ
マ
が

「徳
川
慶
喜
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

第
1
5
代
将
軍

「慶
喜
」
の
誕
生

か
ら
大
政
奉
還
と
い
っ
た
激
動
の

時
代
を
か
け
ぬ
け
た
最
後
の
将
軍

を
と
お
し
て
歴
史
を
学
び
、
現
在

を
考
ス
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
／
歴
史
を
学
ん
で
み
よ
う

と
す
る
一
般
成
人
者

募
集
人
員
／
60名

受
講
料
／
無
料

申
込
受
付
／
8
月
1
8
日
（
月
）
よ

り
受
付
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
）
町
中
央
公
民
館

6

(
2

6
7
)
0
2
3
0
へ。
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水戸地方広域市町村圏協議会

真夏の祭典 山、□診
'97いは：らきまつりを開佃

日

会

時／8月24日（日）午後 1時～

場／茨城町総合福祉センター

ゅうゆう館前駐車場

イベント／山車・神輿・郷土芸能発表

花火・各種イベント

入場料／無料

問合せ／＇97いばらきまつり事務局（商工観

光課内）

合 (292)l l l l （内線127)

大

洗

サ

ー

フ

ラ

イ

フ

セ

ー

ビ

ン

グ

・

ク

ラ

ブ

(
S
L
S
C
)
賛

助

会

員

大
洗
サ
ー
フ
・
ラ
イ
フ
セ

ー
ビ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
賛
助

会
員
募
集

制

度

は

、

当

ク

ラ

ブ

の

活

動

の

主

旨

、

意

義

を

こ

理

解

さ

れ

、

こ

の

活

動

の

発

展

に

こ

支

援

、

こ

協

力

し

て

下

さ

る

団

体

、

個

人

に

賛

助

会

員

に

な

っ

て

い

た

だ

こ

う

と

す

る

制

度

で

す

。

年

会

費

／

団

体

・

1
口
1
万

円

個

人

・

1

□
3
千

円

入

会

時

期

／

随

時

可

能

入

会

さ

れ

た

方

は

、

も

れ

な

く

大

洗

S
L
S
C賛
助

会

員

証

（

団

体

は

盾

）

、

メ

ン

バ

I
T
シ

ャ

ツ

、

オ

リ

ジ

ナ

ル

ス

テ

ッ

カ

ー

を

差

し

上

げ

ま

す

。

※

賛

助

会

員

は

大

洗

S
L
S
c主
催

の

イ

ベ

ン

ト

、

講

習

会

等

に

自

由

に

参

加

す

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。

※

賛

助

会

員

は

大

洗

S
L
S
Cオ
リ

ジ

ナ

ル

商

品

を

正

会

員

と

同

様

、

割

引

価

格

で

購

入

す

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。

※

ま

た

、

賛

助

会

員

か

ら

正

会

員

に

な

る

時

は

入

会

金

が

免

除

に

な

り

ま

す

。

問

合

せ

／

商

工

観

光

課

（

内

線

3
3
1
)

平成9年度 老齢基礎年金 繰り上げ・繰り下げ支給額

（保険料満額納付の場合） 65歳

60歳 455,600円 (58％支給）66歳

61歳 510,600円 (65%11)167歳

62歳 565,600円 (72%II)168歳

63歳 628.400円 (80%II)169歳

64歳 699.100円 (89%11)170歳

785,500円 (100％支給）

879,800円 (112%//) 

989,700円 (126%I/) 

1,123,300円 (143%II) 

1,288,200円 (164%II) 

l.476,700円 (188%II) 

国

民

年

金

の

老

齢

基

礎

年

金

を

受

給

す

る

年

齢

は

65歳
で

す

が

、

繰

り

上

げ

支

給

制

度

が

あ

り

、

希

望

に

よ

り

60歳

か

ら

64歳
ま

で

の

間

に

繰

り

上

げ

て

受

給

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

た

だ

し

、

繰

り

上

げ

請

求

す

る

と

、

年

金

は

一

定

の

率

で

減

額

さ

れ

、

そ

の

減

額

率

は

一

生

涯

変

わ

り

ま

せ

ん

。

つ

ま

り

、

老

齢

基

礎

年

金

を

早

く

受

給

し

始

め

る

と

、

そ

の

後

は

す

っ

と

減

額

さ

れ

た

年

金

を

受

け

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。ま

た

、

繰

り

上

げ

請

求

を

す

る

と

、

障

害

基

礎

年

金

や

寡

婦

年

金

を

受

け

ら

れ

な

く

な

る

な

ど

の

制

限

も

あ

り

ま

す

。

こ

れ

に

対

し

、

66歳
以

降

に

繰

り

下

げ

て

年

金

を

受

給

す

る

こ

と

も

で

き

ま

す

。

受

給

開

始

年

齢

が

遅

く

な

れ

ば

、

年

金

額

も

増

額

さ

れ

ま

す

。

一

度

、

年

金

を

受

給

す

る

手

続

き

を

済

ま

せ

る

と

、

取

消

し

や

変

更

は

出

来

ま

せ

ん

の

で

、

繰

り

上

げ

請

求

に

つ

い

て

は

、

特

に

慎

重

に

お

考

え

下

さ

い

。

■休館日8
月

1
日

（

月

）

18日
（

月

）

・

25日

（
月
）
．9
月
ー
日
（
月
）•
8

日
（
月
）
・1
5

日

（

月

）■貸出
時

閻

午

前

9
時

30分
＼

午

後

4
時

30分

■貸出
期

間2
週
間

l人
3
冊

ま

で

※

夏

休

み

期

間

(

7

月

23日
＼

8
月

31

日

）

は

、

貸

出

時

間

が

1
時

間

延

長

さ

れ

午

後

5
時

30分
ま

で

利

用

で

き

ま

す

。

老
齢
基
礎
年
金

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に

k
_
B
A
B
o
o
k
 

「

上

様

が

私

の

帯

を

解

い

た

の

は

た

っ

た

一

度

：

」

須

賀

は

、

そ

れ

で

も

苺

末

・

維

新

の

激

浪

に

も

ま

れ

る

慶

喜

と

そ

の

家

族

を

守

り

き

っ

た

ー

・

一

橋

家

女

中

頭

の

目

を

適

し

た

最

後

の

将

軍

家

の

悲

劇

。

“

痴

呆

症

は

介

護

次

第

で

修

羅

と

も

仏

と

も

な

る

…

＂

小

説

家

だ

っ

た

こ

と

も

忘

れ

た

ア

ル

ッ

ハ

イ

マ

ー

の

父

と

「

ま

だ

ら

ボ

ケ

」

の

母

を

介

護

す

る

辛

く

長

い

苦

し

み

が

、

深

い

喜

び

に

変

わ

る

ま

で

。

云

t

.

父

・

丹

羽

文

雄

．
．

．
 

介
護
の
H
h‘i
“
ゃ
．
．
 

A
 

中
央
公
論
社

父
・
丹
波
文
雄

介
護
の

H
々
本
田
桂
子

徳
川
慶
喜
と
家
族

志
茂
田
景
樹

R

露

紹

介
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病
気
や
交
通
事
故
等
の
手
術
用
血
液

が
年
間
を
通
じ
て
不
足
し
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
こ
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
ー

で''(;,・:・ ・,:'' 

保健
センター

相
談
日
／
8
月
1
5
日・

22
日・

29
日

9
月
5
日

・
1
2
日
・
1
9
日

場

所
／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時

間

／
午
後
1
時
30
分
1
3
時

※
た
だ
し
、
毎
月
第
ー
金
曜
日
だ
け
は
、

弁
護
士
の
先
生
が
相
談
を
受
け
て
く
れ

ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。
第
ー
金

曜
日
の
み
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会
（
内
線
ー
6
l
)

心
配
こ
と
相
談

／ヽ

乳
が
ん
検
診
（
も
れ
者
）

の
お
知
ら
せ

《全
血
献
血
》

日

時

／
9
月
1
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
1
午
後
1
2
時
30
分

午
後
1
時
30
分
1
午
後
3
時
30
分

場

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

種
類

／
2
0
0

叫
•
4
0
0

叫
献
血

献
血
の
で
き
る
人
／

1
6
歳
以
上
65歳
未
満
の
人

問
合
せ
／
保
健
課
（
内
線
ー

2
3
)

主

催

／
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

6
月
に
実
施
し
ま
し
た
乳
が
ん
検
診

を
、
好
評
に
つ
き
も
う
一
日
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
回
も
れ
た
方

は
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
受
け
下
さ
い
。

日

時

／
9
月
1
1
日
（
木
）

午
後
0
時
30
分
か
ら

場

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
と
検
診
内
容
／

・
視
触
診
の
み

(30
歳
以
上
の
女
性
）

・
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
視
触
診

(50
歳

以
上
の
女
性
）

．
検
診

一
部
負
担
金
5
0
0
円
(

7

0

歳

以
上
は
無
料
）

先
着
50
名
で
締
切
り
ま
す
。

注

意

／
昨
年
、
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

診
を
受
け
ら
れ
た
方
は
今
年
は
視
触
診

の
み
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
9
月
3
日
ま
で
に
保
健
セ

ン
タ
ー
ヘ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
内
線
ー
2
4
)

血
圧
測

眼
底
検

老
人
保
健
法
及
び
結
核
予
防
法
の
規

定
に
も
と
づ
き
、
健
康
診
断
を
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ま
一

人
ひ
と
り
が
健
康
の
大
切
さ
を
認
識
さ

れ
、
こ
の
機
会
に
も
よ
り
の
会
場
で
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

〔
基
本
健
康
診
査
〕

40
歳
以
上
の
方
／
身
体
計
測

定
・
尿
検
査
・
血
液
検
査

査
・
心
電
図
検
査

〔
結
核
健
康
診
断
〕

平
成
9
年
4
月
以
降
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
け
て
い
な
い
満
1
5
歳
以
上
の

方
（
た
だ
し
、
学
校
在
学
中
及
び
職
場

で
実
施
さ
れ
て
い
る
方

・
結
核
患
者
・

妊
娠
中
の
方
は
除
く
）

／
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査

〔
肺
が
ん
検
診
〕

40
歳
以
上
の
方
／
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
・
喀
痰
細
胞
検
査

〔
婦
人
の
健
康
つ
く
り
検
査
〕

平成9年度

曇芯園闘診国 o嗣核 0

園餅知領診。園人⑩担邸コ《匂）

診国呉盆⑩諺鋼昌曽

検 吾
ロ、 日 程 表

V̀
 【

注

意

事

項

】

＊
検
診
の
際
は
、
郵
送
さ
れ
た
受
診
券

を
必
す
こ
持
参
下
さ
い
。

＊
該
当
者
で
通
知
が
も
れ
て
い
た
方

は
、
当
日
会
場
受
付
へ
申
し
出
下
さ
い
。

40
歳
以
上
の
方
は
、
健
康
手
帳
を
こ
持

参
下
さ
い
。
（
交
付
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
当
旦
父
付
い
た
し
ま
す
。）

＊
当
日
、
金
属
や
ボ
タ
ン
の
つ
い
た
服

装
は
さ
け
て
下
さ
い
。

＊
検
診
料
金
は
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

問
合
せ
／
保
健
課
（
内
線
ー

2
4
)

18
1
3
9
歳
ま
で
の
女
性
／
身
体
計
測

血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
血
液
検
査

●大洗文化センター● ff266-2442 

月日 会 場 時問 月日 会 場 時間

9月8日
保健センター

午前9:30~ll 30 9月17日 新 町 会 館 午前930~11 30 

侶） 午後I30~330 困 寿集会所（髭釜） 午後130~330 

9月9日 松川集落センター 午前9:30~1130 9月19日 堀割集会所（永町） 午前9:30~ll 30 

侠 角ー集会所 午後I30~3:30 倹） 午後I30~330 

9月lO日 上宿集会所（夏海） 午前930~ll30 9月22日 永町 会館 午前930~11 30 

困 寺釜堀川集会所 午後130~3:30 伺） 松ヶ丘住宅集会所 午後130~3:30 

9月11日 神山集落センター 午前930~ll30 9月24日
東光台集会所

午前930~11 30 

困 大貫 集会 所 午後l.30~330 困 午後I30~ 330 

9月16日
大洗町漁業協同組合

午前930~11:309月28日
保健センター

午前9:30~1130 

的 午後l:30~3:30 （日） 午後I30~ 3:30 

月 日躍 催事内容 開始時問 開催場所 主催 入場方法

l 5 金大洗慰霊祭 10:00~ 大会議室雄暉蒻践 関係者

8 28 木私鉄関東地連定期大会 900~ ホール蒻掛親認合 II 

29 金運転免許更新時講習会 900~ 大会議室 炉均骰薮全壁 II 

30 土（イ／（イサマーファミリー］）サー1500~ ホール大殺I教育委員会 無料

国民健康保険税 （第3期）

国民年金 (8月分）

納期は

9月1日迄です。
国民年金は8月29日迄です

'97.8.8 広報おおあらい (14) 



月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時間

19 火 機能回復訓練 腐害をもった方で機能訓棟が必要な方 9 00~1100 

20 水 1歳6ヵ月児健診 満l歳6ヵ月に達した幼児 1300~14 00 

22 金 機能回復訓練 樟害をもった方で機能訓練が必要な方 9:00~11 00 

8 26 火 ヶ 篠害をもった方で機能訓練が必要な方 9:00~1100 

27 水 国保相談 老人医療受給券新規交付者 9 00~11 30 

28 木 乳児健診 生生後後36カカ月月～～47カカ月月のの乳乳児児 1300~14:00 

29 金 機能回復訓練 障（内害科をも医った診方察で指機導能訓）繰が必要な方 9 00~11 ・00 

2 火 l1 障害をもった方で機能調練が必要な方 9 00~11 00 

3水 三種混合接種 生後3ヵ月～90ヵ月未満IJ)乳幼児 13 15~14 00 

4 木 3歳児健診 満3歳に達した幼児 13:00~14 00 

5 金
機能回復訓練 隙（理害学をも療った法方士で指機導能訓）練が必要な方 13 00~15 00 

離乳食教室 生後3ヵ月～12ヵ月IJ)乳幼児及び母親 1100~13.00 ， 
9 火 機能回復訓練 隠害をもった方で機能訓練が必要な方 9 00~11:00 

10 水 ッベ）レクリン反応検査 生後3ヵ月～48カ月の乳幼児 13 15~14・00 

12 金
機能回復訓練 貰害をもった方で様能訓練が必要な方 9 00~1100 

BCG接種 ッベルクリン反応検査で陰性の者 13 15~14 00 

16 火 機能回復訓練 樟害をもった方で様能訓練が必要な方 9 00~11 00 

アイドル！

さかもと みすほ

坂本瑞歩ちゃん
（金沢町3区 3歳llヶ月）

●父周治

●母充子

お花が好きで、ちょっとは

すかしがり屋のみいちゃんで

す。お友達になってね。

たんげ かすのり

田家和典くん

(l丁目 1区の上 2歳10ヶ

月）

●父 義則

●母節子

誰にでも元気に挨拶できるよ

うになりました。隣の「ミユキ ， ノ

ちゃん」が大好きです。 "’ 

増えている

「結核」について

夏

の

暑

い

日

が

続

い

て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

、

夏

バ

テ

し

て

い

ま

せ

ん

か

。

今

回

は

、

来

月

に

実

施

す

る

検

診

の

P
Rを

か

ね

て

「

結

核

」

に

つ

い

て

お

話

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

エ

ッ

結

核

な

ん

て

今

も

あ

る

の

か

し

ら

？

と

思

わ

れ

た

方

、

た

く

さ

ん

い

ら

っ

し

ゃ

る

で

し

ょ

う

。

と

こ

ろ

が

結

核

は

、

体

に

菌

が

入

っ

て

か

ら

数

10年も
後

に

発

病

す

る

こ

と

も

よ

く

あ

る

、

し

ぶ

と

い

病

気

で

、

今

も

年

間

約

5
万

人

位

の

人

が

患

者

と

し

て

発

生

し

、

又

3千
人

以

上

の

人

が

結

核

で

亡

く

な

っ

て

い

る

の

で

す

。

伝

染

す

る

病

気

の

中

で

は

、

ト

ッ

プ

で

す

か

ら

決

し

て

過

去

の

病

気

な

ど

と

言

っ

て

は

い

ら

れ

ま

せ

ん

。

特

徴

と

し

て

は

、

人

か

ら

人

へ

う

つ

る

病

気

で

あ

る

こ

と

、

う

つ

つ

て

も

、

発

病

し

て

も

、

な

か

な

か

わ

か

り

す

ら

い

病

気

で

あ

る

こ

と

な

ど

が

あ

り

ま

す

。

う

つ

る

経

路

と

し

て

は

、

喀

痰

に

結

核

菌

を

出

し

て

い

る

人

が

、

咳

や

く

し

ゃ

み

を

し

た

場

合

飛

び

散

る

し

ぶ

き

の

中

に

含

ま

れ

て

い

る

菌

を

吸

い

こ

ん

だ

人

へ

と

う

つ

り

ま

す

。

（

ち

な

み

に

咳

は

2
m、く
し

ゃ

み

は

3
m位し
ぶ

き

が

飛

ぶ

そ

う

で

す

の

で

、

例

え

菌

を

も

っ

て

い

な

く

て

も

人

前

で

咳

や

く

し

ゃ

み

を

す

る

時

は

口

を

お

お

う

の

が

マ

ナ

ー

で

し

ょ

う

か

。

）

し

か

し

、

結

核

菌

が

体

の

中

へ

入

っ

た

か

ら

即

発

病

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

多

く

は

一

生

そ

の

ま

ま

元

気

に

す

こ

す

こ

と

が

で

き

ま

す

。

今

、

問

題

と

な

っ

て

い

る

の

は

、

ま

だ

抵

抗

力

の

な

い

乳

幼

児

が

感

染

し

重

く

な

る

ケ

ー

ス

と

、

長

い

間

、

肺

の

中

に

潜

ん

で

い

た

結

核

菌

が

体

力

の

哀

ス

て

く

る

中

高

年

層

に

な

る

と

暴

れ

出

し

、

職

場

や

家

庭

内

へ

と

集

団

感

染

を

引

起

こ

す

ケ

ー

ス

が

多

い

こ

と

で

す

。
も

し

、

結

核

と

診

断

さ

れ

た

場

合

、

自

己

中

断

す

る

こ

と

な

く

き

ち

ん

と

治

療

す

れ

ば

完

治

す

る

も

の

で

す

が

、

や

は

り

、

予

防

や

早

期

発

見

は

大

切

な

事

で

す

。

乳

幼

児

は

早

め

に

B
C
G接
種

を

、

成

人

は

年

に

一

回

必

す

胸

部

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

診

を

受

け

ま

し

ヽ
ヽ
~

ょ

う

。

又

、

風

邪

症

状

が

長

引

い

た

り

、

く

り

返

し

お

こ

る

場

合

は

、

医

療

機

関

で

ぜ

ひ

診

て

も

ら

っ

て

下

さ

い

。

（

保

健

婦

荻

原

由

美

子

記

）

骨

粗

し

ょ

う

症

と

は

、

骨

が

ス

カ

ス

カ

に

な

っ

て

も

ろ

く

な

り

骨

折

し

や

す

く

な

る

病

気

の

こ

と

で

、

ね

た

き

り

に

な

る

原

因

の

第

2
位

と

も

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

町

で

は

、

今

年

度

も

こ

の

病

気

の

予

防

と

早

期

発

見

．

治

療

を

目

的

に

検

診

を

実

施

い

た

し

ま

す

。

ぜ

ひ

、

こ

の

機

会

に

受

診

さ

れ

ま

す

よ

う

お

知

ら

せ

い

た

し

ま

す

。

検

診

結

果

に

つ

い

て

は

、

後

日

説

明

会

を

行

い

ま

す

。

日

時

9
月

25日
（

木

）

午

前

9
時

か

ら

（

く

わ

し

く

は

申

込

み

さ

れ

た

方

へ

後

日

通

知

い

た

し

ま

す

）

場

所

大

洗

町

保

健

セ

ン

タ

ー

対

象

者

18歳か
ら

39歳ま
で

の

女
性
ー
0
0
名

40歳以
上

の

女

性

1
0
.
0
名

申

込

方

法

9
月

17日ま
で

に

保

健

セ

ン

タ

ー

ヘ

お

申

し

込

み

下

さ

い

。

6

（
内
線
ー
2
4
)

昨

年

度

の

骨

粗

し

ょ

う

症

検

診

を

受

け

た

方

、

現

在

こ

の

病

気

で

病

院

へ

か

か

っ

て

い

る

方

は

、

今

回

の

検

診

は

こ

遠

慮

下

さ

い

。

お

願

い

骨粗しょう症

検診の

お知らせ

(15) 広報おおあらい '97.8.8 
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シ鱈豚館の 1中昂,~
テ ni n^ ‘ さ

ハリセンボン
「嘘ついたら針千本飲ます」のハリセンボン。このとげ

はウロコが変化したもので千本もありませんが、それでも

数百本もあります。通常針は寝ていますが、危険を感じる

と海水を飲み込んで膨らみ、針をたてて身を守ります。と

ころで、このハリセンボンはフグに近い仲間ですが毒が無

く、沖縄では「アバサー」と呼ばれ、うしお汁等にされて

食されているようです。食べた人に聞くと結構おいしかっ

たそうですから、たまにはハリセンボン飲むのもよろしい

のではないでしょうか。
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